
研究業績（2025 年） 

原著論⽂ 

1.  
2.  
3.  

総説 

1.  
2.  
3.  

症例報告 

1.  
2.  
3.  

著書 

1.  
2.  
3.  

学会発表 



1. 永田和美、山本哲久、今戸健人、田中紀光、森 亜子、清水義文、正置耕一、吉岡睦展 
多発性骨髄腫におけるレナリドミド起因性皮疹の指標としての Th2 ケモカイン(TARC)の検討 
第 124 回日本皮膚科学会総会．ポスター．2025/5/29-6/1．横浜（パシフィコ横浜） 
LEN 起因性皮疹は一般の炎症指標に反映せず TARC 値のみが皮疹の症状に応じて昇降。TARC は LEN 起因性皮疹の指標となり得る 

2. 小林由美子、波多野友美、高子優子、正置耕一、森亜子、清水義文、吉岡睦展 
医薬品添加物が血小板低下の一因と考えられた特発性血小板減少性紫斑病の一症例 
第 35 回日本医療薬学会年会．ポスター．2025/11/22-24．神戸（神戸国際展示場） 
ITP 患者の PLT 低下について、医薬品本体のみならず添加物（マクロゴール 6000）が原因と考えられる症例を経験し、これら回避で改善 
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講演 

1. 発表者：⽥中紀光 題⽬：当院でのピアスカイの使⽤症例 講演会名：ピアスカイ発売 1 周年記念講演会 in 阪神 開催年⽉⽇：
2025/6/11 開催場所：ホテルヒューイット甲⼦園 1 階鳴尾東の間 

2. 発表者：⽥中紀光 題⽬：当院でのセムブリックスの使⽤症例 講演会名：Ph 陽性⽩⾎病を語る会 開催年⽉⽇：2025/7/29 開催場
所：都ホテル尼崎２F すいせん 
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